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行蜘　・ 2 ?? 4 si
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1使用例∫1935年1月1日20時7分，IA2日3時25分（El本・‘i糠）をユリウス日の丁σ，
　　　　毒聾・・導惇
　　　　　　一∬桁・1刀！日2塒7分一2477804・01月20塒2扮一24278（14・3第10表より
翌翌1行・｝、1。桁・　・　7…3・9・　　7804・27
12・8 攣光星の眼硯観測に就いて 天界　166
　天界第9巻119頁には1926年より1935年迄の毎月0日のユリウス日を掲
げたが（1934年5月は7558の誤：り）次に1934年より以後十年間のものをの
せる（第12表）
　　　　　　　　　　　　　第　　　12　　表
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　　注意＝19む年1月までは2禦，それ以後は243を略す・太字の年は門年．
　δ．Cep型，βLyf型星の目測の時刻に糾する1一馨」方法は天界第9巻295，296
頁にあるが，位相の基黙には小山の55⑪0．00の如く簡軍なものをとった方が計
算に便利である．叉アルゴル型の同測は，極小を決定してからその極小時だ
けをユリウス日に縛換した方が，これも樂である．
　d．細い事だが記録の仕方及保存について私見をのべる．小生も最初一一，二
年間は中村要氏にならって，夫々の攣光星の予習に紙クリップではさんで
その紙に記入してみた．星名を毎同告’く必要もなく，二二に雪寓さなくても
直ぐに整理できる利鮎はあるが，第一に一片の紙では散伏し易V・事である．
最も貴重な目測の直接的記録を失ふ事は致命rl／」な事である．その他，前日の
目測の結果をやしもすると見る事，日付を矧司記入しなければならぬ等の
鉄弓があるので，一戸直蔵先生にならってノ1トを用みてみる・．大きさは21
糎×1ユ糎の三二ノ1トが保存及記入に便利である．用いた時，左側の：頁の瀾
尖鼻i66 攣光星の眼親観測に就いで 129
外に年月日・器械・必要ならば観測地，天候を記入する・此虚で日の次には
必ず曜日を加へておく事である．思び違をして日付を誤って記入した時のチ
エクになるからである・次にその頁に左より，時刻，星名，目測，備考の記
入欄を作る・そして一一通りの事は左側の頁ですまし，右側の頁はその時，そ
の時の天候，比較星の位置のスケッチ，偶然見つけた大流星の記録，：叉は感
想その他，色々な事を遽慮なく書く揚所に充るのである．この様にすれば，
のびのびと充分に記録ができる・次の夜には又次の別の頁より始める．大抵
一夜に二，三枚（頁にすると4，6頁）もあれば足る．ノ1トの終りには星名を
横に日付を縦に書き，その日に日測した星名の下に示しをつけて一覧表を作
っておけば更に便利であらう・なるべく観測の記憶の失せてみない翌朝位に
庇の大山ノ1トに記入した目測の原の記録を，各星毎に分けた劇団に心し更
へるのである．その時に，前夜の誤記等が二見され，一層記録をして確實な
らしめる．併し誤記が必見されたからと言って，決して元の記録の解らぬ様
に抹禰してはならぬ．黒鉛睾で原の記録が記入されてるるならば，清ゴム等
を使用せす，赤鉛箪三叉はインク等黒鉛睾でないもので訂II｛するのである・よ
く紙片に原の記録をし，それを蘭L雑に寵してみる人があるが，星名や年の記
録がなくて，全然棄てねばならぬ鎌な事になる．原の記録を破棄し会しだけ
を保序してみる人に回しては，また何をか云はんやである．原の記録の記入
してある大學ノ1トは幾冊もたまればためて製本でもし，又他入が見ても直
ぐにわかるように，よく無意識杓に各人が用みてみる略符その他の説明をな
し．丁寧に保存して置かねばならぬ．
　e，星　　　　圖
　自分の使用した星圃は大切に保仔しておかねばならぬ．これを失へば全く
記録の二値のなくなる揚合があるからである．特に比校星に親測音が！お7に命
名した様な揚合には，別に一枚爲しをとっておかねばならぬ．よく風で星圃
が吹飛ばされる事があるが，それには一戸先生にならってボ1ル紙で裏打し
ておけばよい．（つY“く）
